オプション健診受診の方へ
	〇 健診日 ：
	　　 　月　　　日　 （　　　）

	〇 受付時間 ：
	時　　　　分　 ～　　　時　　　　分
＊受付時間前に来られても受付できません。

	〇 場所 ：
	　　　　　　　　　　　　　　　　

	〇 健診料金 ：
	　　　　　　　　　　　円


	腫瘍マーカー(男)
	腫瘍マーカー(女)
	前立腺がん
	甲状腺
	動脈硬化
	乳がん
	ピロリ菌抗体
	ＭＣＩ

	
	
	
	セット
	甲状腺超音波　のみ
	機能検査のみ
	セット
	頚動脈超音波　　のみ
	血圧脈波のみ
	セット
	乳房Ｘ線のみ
	乳腺超音波のみ
	セット　　　　　　＋トモシン
	乳房Ｘ線　　　　　＋トモシン
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	胃がん
	大腸がん
	肺機能
	腹部超音波
	アレルギー
	抗体検査

	
	
	
	
	３９項目
	樹木花粉
	イネ科花粉
	雑草花粉
	食物
	動物上皮
	昆虫
	室内アレルゲン
	３種セット
	風疹
	麻疹
	ムンプス

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　　
	　
	　


＜当日ご持参いただくもの＞　
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＜健診受診に際して＞
・皆様が安全に健診を受けていただくための感染症対策として、下記いずれかの症状に該当する方は健診を受
診いただけない場合があります。健診ではなく病院への受診をおすすめします。

下記のいずれかの症状に該当する方は、事前に厚生連までご相談いただくか、当日受付でお申し出ください。

また、咳のある方はマスクの装着をお願いします。
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・発熱（健診１週間前からも含めて）　　　　　　　　・２週間以上続く原因不明の咳

・嘔吐や下痢　　　　　　　・眼に強い充血や異物感　　　　　・その他、体調が悪い
・検査によっては待ち時間が発生する場合があります。予めご了承ください。
・会場での大声を出す等の行為は、他の受診者様にご迷惑をおかけし、血圧等の検査結果にも影響します。ご遠
慮ください。
＜受診できない検査について＞
以下に該当する場合、受診できない検査があります。

×：受診できない　　△：受診可能だが臓器が完全に見えない可能性あり
	
	胃部Ｘ線
	乳房Ｘ線
	腹部超音波

	健診当日の朝に飲食をした
	×
	
	△

	体重１３０Ｋｇ以上
	×
	
	

	妊娠中(妊娠の可能性あり）
	×
	×
	

	授乳中(★断乳後でも母乳が出る)
	×
	×(★含む)
	

	豊胸手術(注入等全ての手術法)
	
	×
	

	ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ、水頭症ｼｬﾝﾄ、CVﾎﾟｰﾄ
	
	×
	


＜事後指導について＞
健診は、受けただけでは意味がありません。健診結果から自分の健康状態を把握し、健康づくりにつなげる機会としましょう。健診日より約１ヶ月後を目安に、保健師による事後指導を行っています。健診結果をもとに、結果の説明から日頃気になる健康相談まで行いますので、できる限りご参加ください。
＜健診結果で要精密検査となった場合について＞
「腹部超音波検査・甲状腺超音波検査・大腸がん検診・前立腺がん検査・胃部Ｘ線検査・乳がん検査・腫瘍マーカー検査」については、検査の結果、要精密検査と判定された場合「診療情報提供書」を添付しています。診療情報提供書を持参の上、必ず病院を受診してください。また、精密検査結果票の記入に関して文書料を請求される医療機関がありますが、文書料は自己負担となりますのでご了承ください。検査の精度管理の充実と公衆衛生の向上のため、医療機関から直接、厚生連へ精密検査結果票を返信いただいております。尚、精密検査未受診者については受診勧奨を行います。
＜健診結果・画像データ等の発行(再発行)について＞
健診結果・画像CD等について、紛失・保険加入・病院受診などの際に発行(再発行)を依頼される場合は、ＪＡ担当者へお申し出ください。依頼書をご記入いただきＪＡへ提出、ＪＡから厚生連へ書類が郵送で届いてからの発行となります。手続きに１週間程度かかることがあります。また、発行手数料は無料ですが、郵送料は自己負担(着払いでの郵送)となりますのでご了承ください。
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１．健康調査票について
　　裏面の記入箇所にも必ずご記入ください。　
２．健診前の食事・飲酒等について
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３．大腸がん検査（便潜血検査）について(受診される方)
検査は２日法ですので必ず２本提出してください。１本での提出では正しい判定ができないため、１本のみの検査または後日の提出はお断りさせていただいております。
・健診日を含め３日以内に採便してください。それ以上前に採取すると正しい判定結果が出ません。

・便のとり方は、袋内の説明書に書いてあります。

・生理中の方は採便をしないでください。
・採便日をご記入ください。
４．服装について
　・腹部超音波検査、胃部X線検査、乳がん検診を受診される方は、脱ぎ着しやすい服装でお越しください。ボディスーツはご遠慮ください。
・頚部超音波検査を受診される方は、首の詰まっている服装（タートルネック、ハイネック等）は避けてください。また、ネクタイやネックレス、スカーフなども検査の前に外してください。
５．腹部超音波検査について(受診される方)
　以下の場合には、一部臓器が見えにくい場合があります。

・健診前日夜９時以降に、食事や牛乳など脂肪分を含む飲み物を摂った

・消化管ガス、体格等　
６．胃部Ｘ線（バリウム）検査について(受診される方)
＜硫酸バリウム製剤による過敏症（アレルギー症状）について＞
硫酸バリウム製剤による過敏症（アレルギー症状）の既往歴のある方は受診できません。また、既往歴のない方でもまれに（0.1％未満）検査後の副作用として、ショックなどの重篤なアレルギー症状が発現することがありますので、下記のような症状が発現したらすぐに当会にご連絡いただき、医療機関を受診してください。
	症　状
	じんましん、気分が悪い、顔色が青白くなる、手足が冷たくなる

のどがつまる、息苦しい、息がしにくい　など


＜硫酸バリウム製剤投与後の重篤な副作用について＞

消化管内に硫酸バリウムが停留することにより、まれに（0.1％未満）消化管穿孔（消化管に穴が開く）、腸閉塞（消化管にバリウムが詰まる）が起こり、その結果としてバリウム腹膜炎などの重篤な症状を引き起こす可能性があります。また、高齢者の方の場合、より重篤な転帰をたどることがありますので、検査後にできるだけ早くバリウムを排泄させるため、次の点に留意してください。
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７．前立腺がん検査（ＰＳＡ）・腫瘍マーカー検査について(受診される方)
　　ＰＳＡなど腫瘍マーカーは、血液検査で調べます。数値が高いとがんが疑われますが、必ずがんというわけではありませんし、がんであったとしてもがんの部位は特定できません。また、がん以外の病気や加齢等生理的な要因によって数値が変動することもあります。逆に「数値が正常＝がんではない」ということもありません。あくまでも、がんを発見するきっかけとなる１つの指標です。がんの検査として、腫瘍マーカーだけを受診するのではなく、基本的ながんの検査(Ｘ線・便潜血・超音波など)を受診しておくことが大切です。自覚症状がある方は、検診ではなく病院を受診してください。
８．ピロリ菌抗体検査について(受診される方)

　この検査はピロリ菌に感染するとできる抗体の有無を調べる検査です。ピロリ菌除菌後も抗体は一定期間残存する為、この検査ではピロリ菌除菌後の効果判定は出来ません。
９．MCIスクリーニング検査について(受診される方)
　　軽度認知障害のリスク評価の検査の為、既に認知症と診断・治療されている方は検査出来ません。
10．血圧脈波検査について(受診される方)
　　・透析シャントやCVポート(上肢)のある方、動脈瘤や深部静脈血栓症がある方、乳がんなどでリンパ切除をした方は検査ができません。

・重度の不整脈がある方はデータがばらつくことがあります。

・心雑音のある方・喘息の方は心音に雑音が入り、心音が正確にとれないことがあります。

・四肢に麻痺がある方で循環障害がある場合、結果が正確に得られない可能性があります。

検査では、心音マイクを胸に装着し、両手両足に血圧のカフを巻きつけます。タイツ・ストッキングは脱ぐ必要があります。腕は長袖なら薄手シャツ一枚の上から巻きつけます。ズボンは膝までまくりあげて靴下は足首まで下げます。ズボンの下に複数の靴下・レッグウォーマ等をはいてこないでください。
11．乳がん検査について(受診される方) 

・上半身は衣服を脱いでいただきますので、脱ぎ着しやすい服装でお越しください。

・制汗剤の使用は控えてください。
・ペースメーカー、水頭症シャント、CVポート、豊胸手術を受けた方は乳腺超音波検査は受診できます。
・妊娠中、授乳中の方は乳腺超音波検査は受診できますが、この時期の乳腺はホルモンの影響を受けるため異常が見つけにくい可能性があります。しかし、乳がんの心配が減るわけではありませんので、乳腺超音波検査を受けることをお勧めします。尚、自覚症状がある方は検診ではなく病院を受診してください。
・自己検診は必ず実施し、問診票に記入してください。
問診と同様に乳がん検診にとって非常に重要な項目です。
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＜自己検診の方法＞
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【個人情報の取り扱いについて】

この健診を受診していただくに際して収集した個人情報は、健診・保健指導等「健康増進事業」と使用範囲を限定し、個人情報保護法を遵守し、適切に利用・管理いたします。
取りまとめＪＡ：　　　　　　　　　　　　　健診委託機関：ＪＡ滋賀厚生連（TEL077－521－1708）
お申し込みのオプション





・健診料金


・健康調査票（※Ａ４サイズ 各１～３枚）


※「大腸がん・腹部超音波・前立腺がん・肺機能・頚部超音波・甲状腺機能」を受診の方は「オプション検診健康調査票」


「胃がん検診」を受診の方は「胃がん検診健康調査票」、「乳がん検診」を受診の方は「乳がん検診健康調査票」


受診項目によりご記入していただく健康調査票の枚数が変わりますのでご注意ください。


・お薬手帳（お持ちの方は、問診時に確認する場合があります）


＊受診される方　大腸がん便容器（必ず２本）


大腸がん検診のみ受診される場合の代理者による提出は不可　(問診があるため受診者本人が必ず来てください)





健診受診にあたっての注意事項　





＜食事等＞


腹部超音波検査・胃部Ｘ線検査を受診する方は、食事を摂ると正確な検査ができませんので、


健診の前日夜９時以降は食事（ガムやアメも含む）をとらないでください。脱水やバリウムによる便秘を考慮し、健診の２時間前まではコップ１杯程度の水は飲んでもかまいません。


　※なお、腹部超音波検査・胃部X線検査を受診されない方は、食事制限がありません。


＜飲酒・運動・喫煙＞


健診結果に影響する恐れがあるため、健診の前日からは、アルコールの摂取や激しい運動は控え、健診当日はタバコを吸わないでください。


＜服薬＞


高血圧や心臓の薬などを服用されている方は､健診２時間前までに通常の水で飲んでください。また血糖を下げる薬の内服、インスリン注射をされている方は主治医にご相談ください。尚、服薬された場合その旨問診時にお申し出ください。





裏面へ続きます








・便秘ぎみの方は事前にお申し出ください。


・検査後はできるだけ早く硫酸バリウムを排泄させる必要がありますので、受け取った下剤は必ず


指示どおりに、できるだけ多くの水で服用してください。


・帰宅後もできるだけ多くの水分を摂ってください。


・便意を感じなくても、定期的にトイレに行くよう心がけてください。


・検査後の数日間は、排便の状況を確認してください。健診翌日になってもバリウム便が排泄され


ない場合や持続する便秘、腹痛などの症状があらわれた場合には、直ちに医療機関を受診してく


ださい。





こんな症状はないですか？





皮膚のひきつれれ





異常な分泌物





しこり





赤み





腫れ





くぼみ








